
　６年生の総合的な学習の時間では、釧路の未来をテーマに学習を進めていま
す。夏休み前には、SOLAN学園のみなさんに釧路の魅力を精いっぱい伝えま
した。釧路のよさについて紹介することを通して、改めて自分たちの暮らす釧
路のよさを捉えることができたようです。
　また、社会科で歴史を学び、釧路の歴史についても視点をもつことができま
した。そこで、これから子供たちは元町（現在の正式な町名として「元町」と
いう住所があるわけではなく、米町など釧路発祥の地域とその周辺を指して呼
ばれています。）を散策し、釧路がどのような地域なのか、どのような魅力が
あるのかを、自分たちの目で探していきます。
　９月１１日（金）は、釧路元町青年団の菊地さんをゲストティーチャーとし
てお招きし、釧路の「よさ」についてお話をしていただきました。町の歌や地
図をつくるなど、「元町」の魅力を発信する取組について紹介していただいた
ほか、釧路では長年「課題」と捉えられてきた霧を生かした「霧フェス」の取
組や、普段は「当たり前」に感じている夕日を、多くの方が見に訪れているこ
となどについても教えていただきました。
　菊地さんが子供たちに伝えてくださったのは、釧路の魅力を捉えるための
「見方を変える」という視点です。マイナスに思えることも、見方を変えるこ
とで、新たな価値や魅力として捉えることができます。普段から当たり前だと
思っているものも、見方を変えてみると、実はすばらしい「よさ」が隠れてい
るのかもしれません。
　これから、子供たちは実際に町を歩き、自分たちの目で釧路の「よさ」を探
していきます。当たり前だと思っていたものを、少し違った角度から見てみる
と、どのような発見があるのでしょうか。子供たちが見つけた釧路の「よさ」
を、どのように発信していくのか、楽しみです。
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